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羽ぱだけ：干歳
成入式

誓いの

こ……とぱ：

◆言動に責任を持ち、権利を

　

行使し、義務を履行します。

◆社会に目を開き、自主自立

　

の精神を持って理想社会を

　

作るための努力をします。

◆すべてのものに愛情をそそ

　

ぎ、豊かな心で生活します。

爾排ψ腎合4

言迎鳶念合ん

　

二
十
歳
の
門
出
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
な
小
春
日
和
の
一

月
十
五
日
、
市
民
会
館
で
成
人
式
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

艶
や
か
な
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
で
会
場
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
、
新
し
い
門
出
の
決
意
を
胸
に
、
成
人
式
に
臨
み
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
午
前
十
時
か
ら
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
深
田
紀
子
さ
ん

　

（
春
日
一
丁
目
）
の
先
導
で
、
参

加
者
全
員
が
市
民
憲
章
を
唱
和
し

ま
し
た
。
山
内
市
長
が
新
成
人
を

激
励
。
幅
口
市
議
会
議
長
の
祝
辞

の
後
、
来
賓
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
に
新
成
人
を
代
表
し

て
、
高
橋
元
哉
さ
ん
（
明
倫
町
）

が
堂
々
と
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を

読
み
上
げ
、
式
典
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
祥
雲
太

鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
五
曲

を
打
ち
土
げ
ま
し
た
。
最
後
に
、

出
身
中
学
校
別
に
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
成
人
を
迎
え
た
人
は
、

五
百
八
十
一
人
で
、
こ
の
う
ち
成

人
式
の
出
席
者
は
、
五
百
九
人
（
八

七
・
六
％
）
で
し
た
。

成人を迎えた中国人研修生
韓暁嵐さん・王暁玉さん
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こ
こ
は
や
り
が
い
の
あ
る
職
場

で
す
。
今
は
配
達
な
ど
を
し
て
、

農
家
の
方
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
う

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
先

輩
は
親
切
に
仕
事
を
教
え
て
く
れ

ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
頼
ら
ず
に
、

成
人
と
し
て
自
分
の
仕
事
に
責
任

を
持
ち
た
い
で
す
。
理
想
の
女
性

は
心
の
優
し
い
人
で
、
2
5
歳
ま
で

に
は
結
婚
し
た
い
で
す
。

南智也｛ん
（土打）

畑中幸雄さん
JA大野市小山支所

広
い
視
野
を
持
っ
て

　

い
つ
も
笑
顔
で
仕
事
を
楽
し
く

や
っ
て
く
だ
さ
い
。
成
人
と
い
う

新
た
な
門
出
を
迎
え
た
の
で
す
か

ら
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
大
い
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
し
、
広
い

視
野
を
持
っ
て
、
心
の
温
か
い
社

会
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分

の
行
動
に
は
責
任
を
持
ち
、
後
輩

の
手
本
と
な
る
よ
う
な
行
動
力
を

示
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
十
歳
に
な
っ
た
今
、
責
任
と

自
覚
を
持
っ
て
前
向
き
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
企

業
に
就
職
し
、
仕
事
に
も
慣
れ
て

き
ま
し
た
の
で
、
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

に
入
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
若

者
が
定
着
で
き
る
企
業
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
大
野
な
ら
で
は

の
自
然
や
人
情
な
ど
は
、
失
っ
て

ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。

田中忠幸さん
越前信用金庫本部

自
分
の
考
え
を
大
切
に

　

社
会
人
と
し
て
後
輩
に
慕
わ
れ

る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
仕
事

も
趣
味
も
、
自
分
の
考
え
を
大
切

に
し
、
人
の
意
見
も
大
切
に
す
る

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
社
会
は
教
科
書
の
な
い

学
校
で
す
。
毎
日
が
勉
強
で
す
。

今
学
ん
で
い
る
こ
と
を
明
日
へ
の

糧
と
し
、
常
に
前
向
き
の
精
神
で

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
元
企
業
で
働
く

新
成
人

持ちます責任と自覚
職
楊
の
上
司

激
励
の
メ
ッ
浮
巨

―
－
－

－頼される人に

　

建
築
金
物
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
職
場
の
方
は
い
い
人
ば
か
り

で
、
勤
め
始
め
て
か
ら
性
格
が
明

る
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
水
と

緑
の
大
野
が
大
好
き
で
、
い
つ
ま

で
も
こ
の
自
然
を
残
し
て
ほ
し
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
何
事
も
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
、
い
つ
も
笑
顔
を

大
切
に
し
て
、
み
な
さ
ん
の
お
役

に
た
て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。山木文子さん

（下舌）

佐藤尚徳さん
ノ勺レス

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に

　

成
人
に
な
っ
て
も
、
い
つ
も
の

明
る
く
て
素
直
な
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今

日
か
ら
は
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
、
自
分
の
考
え
を
前

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
に

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
に
、
そ
し
て
人
に
は

親
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
好
き
な
車
の
こ
と
を
、
仕
事

を
し
な
が
ら
勉
強
で
き
る
の
で
楽

し
い
で
す
。
成
人
に
な
っ
た
の
だ

か
ら
仕
事
は
責
任
を
持
っ
て
こ
な

し
、
大
野
の
こ
と
を
す
み
ず
み
ま

で
勉
強
し
て
、
若
者
に
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
た
い

で
す
。
自
分
を
や
さ
し
く
理
解
し

て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
2
5
歳
に
は

結
婚
し
た
い
で
す
。

橋元英洋さん
（下据）

赤尾哲夫さん
赤尾商店駅前給油所

信
頼
さ
れ
る
人
に

　

成
人
お
め
で
と
う
。
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
今
か
ら
、
自
分
の

行
動
に
は
責
任
を
自
覚
し
て
く
だ

さ
い
。
お
客
さ
ん
か
ら
指
名
さ
れ

る
く
ら
い
信
頼
さ
れ
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
素
直
な
気
持
ち
と
明
る
さ
を

忘
れ
ず
に
、
仕
事
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
全
力
で
ア
タ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。



平成5年■12月末現在の

市の家計簿。す

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
私
た

ち
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知

つ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
五
年
十
二
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所
事

情
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

市
の
普
通
一
般
の
歳
入
・
歳
出
を
経
理
す
る

会
計
で
、
土
木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
な
ど

基
本
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

《歳入》

予
算
現
額
1
4
4
億
1
、
4
6
0
万
円

収
入
済
額
8
9
億
3
、
9
8
8
万
円

収
入
率
6
2
・
O
％

《歳出》

予
算
現
額
1
4
4
億
1
、
4
6
0
万
円

支
出
済
額
8
9
億
6
、
0
0
2
万
円

支
出
率
6
2
…
2
％

主な建設事業

・
農
村
基
盤
総
〈
口
整
備
事
業
…
…
…
1
億
8
4
6
3
万
円

・
林
業
地
域
総
〈
口
整
備
事
業
…
…
…
1
億
9
9
8
万
円

…
河
川
改
良
事
業
●
…
●
…
…
・
●
・
・
e
・
e
●
…
●
…
…
・
…
・
●
一
一
・
3
億
6
2
5
8
万
円

・
市
道
改
良
・
舗
装
事
業
…
…
…
…
5
億
7
6
9
4
万
円

・
あ
か
ね
保
育
園
改
築
事
業
…
…
…
…
…
6
4
7
4
万
円

・
義
景
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
2
2
0
6
万
円

…
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備
事
業
・
：
3
億
9
3
2
5
万
円

・
真
名
川
憩
い
の
島
整
備
事
業
…
…
…
…
9
8
1
0
万
円



特
別
会
計

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
経
理
し
、
そ
の
特
殊
性
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

国民健康

保健事業

老人保健

事業

簡易水道

事業

農業集落

排水事業

企
業
会
計

水道事業

市税の収入状況

12月定例

市議会

一
般
会
計
で
3
億
3
千
万
円
余
り
を
補
正

教
育
委
員
に
上
田
堅
氏

　

第
二
百
七
十
回
定
例
市
議
会

は
、
昨
年
の
十
二
月
九
日
か
ら
二

十
日
ま
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
十
五
議
案
を
審

議
。
最
終
日
に
は
、
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
三
億
三
千
二

百
七
十
七
万
八
千
円
を
追
加
。
当

初
か
ら
の
累
計
額
は
、
百
四
十
億

百
九
十
三
万
八
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
に

上
田
堅
氏
（
6
4
歳
・
日
吉
町
）
を

任
命
、
公
平
委
員
に
は
岩
田
孝
一

氏
（
6
7
歳
・
陽
明
2
）
と
大
谷
忠

一
氏
（
6
4
歳
・
上
舌
）
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
★
印
は
新
規
事
業
）

民
生
費

★
上
庄
保
育
園
改
築
事
業
補
助
…

　

…
…
…
七
千
九
百
二
十
八
万
円

●
老
人
保
護
措
置
費
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
一
一
千
四
百
万
円

農
林
水
産
業
曹

★
水
田
園
芸
営
農
条
件
整
備
事
業

　

補
助
・
：
八
千
八
百
九
十
八
万
円

★
病
虫
害
予
防
対
策
特
別
負
担
金

　

…
…
…
…
千
七
百
二
十
七
万
円

●
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
…
…

　

…
…
…
…
…
…
千
四
百
十
万
円

●
県
単
林
道
改
良
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
千
万
円

土
木
費

●
除
雪
機
械
借
上
料
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
一
一
一
千
五
百
万
円

●
河
川
改
良
事
業
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
四
千
七
百
万
円

教
育
費

●
学
校
教
育
施
設
整
備
事
業
…
…

　

…
…
…
…
千
二
百
八
十
四
万
円

　

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
十
八

　

台
を
小
学
校
七
校
に
配
置



市県民税

所得税
叫警住早め肥

期限は3月・15日

　

今
年
も
、
市
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
付
は
、
市
県
民
税
が
二

月
二
十
五
日
（
金
）
、
所
得
税
は
二
月
十
六
日
（
水
）
か

ら
で
、
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
（
火
）
で
終
了
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
や
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
、
二
月
中
旬
ご
ろ

区
長
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
が
、

行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申
告
日
時

や
会
場
な
ど
も
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
に

も
、
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日

に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
用
紙
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
市
税
務
課
市
民
税
係
（
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
2
3
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
六
年
一
月
一
日
現
在
、
大

野
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

■
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
や

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

が
な
い
人
は
除
く
。

■
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人
退
職
金
は
、
勤
務

先
で
分
離
課
税
さ
れ
た
人
を
除
く
。

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

の
外
交
員
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

書
類
。
例
え
ば
売
上
帳
・
仕
入
帳
・

源
泉
徴
収
票
・
請
求
書
・
領
収
書

な
ど

・
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま

た
は
支
払
証
明
書
な
ど

・
印
鑑
と
家
族
の
生
年
月
日
が
分

か
る
健
康
保
険
証
な
ど

所
得
税

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど
で

受
け
付
け
ま
す
。
期
限
間
近
に
な

る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

■
平
成
五
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
な
ど
の
所
得
の
合
計
額

が
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合

計
額
を
超
え
る
人

一
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
②

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人
③
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
額
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

一
給
与
所
得
者
で
①
住
宅
を
ロ
ー

ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
2
災
害
や

盗
難
に
あ
っ
た
人
③
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

農
業
所
得
こ
れ
ま
で
は
各
支
所

　

で
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

　

が
、
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

　

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

J
A
大
野
市
本
所
＝
2
月
1
6
・

　

1
7
・
1
8
・
2
1
・
9
9
一
日

　

J
A
上
庄
＝
2
月
C
M
2
3
・
2
4

営
業
所
得
大
野
税
務
署
＝
2
月

　

1
6
日
1
3
月
1
5
日

市…県民税の申告日程表

月日 曜日 場所 月日 曜日 場所

2．25　　

28

金

月
市役所

3．8 火 上庄公民館

3．9 水
蕨生集落センター

木本集落センター3．1　　

3

火

木
下庄公民館

3．10 木
富田公民館

JA大野市富田
3．2 水

庄林生活改善センター

南六呂師集落
センター 3．11 金 五箇ふるさと自然の家

3．4 金
乾側公民館

小山公民館
3．14 月

阪谷公民館

JA大野市阪谷

3．7 月 上庄公民館 3．15 火 市役所

・時間はいずれも午前9時～午後4時

　

ただし、2日・9日・11日は午前11時半まで

・地区ごとの日程明細は、後日、申告書配布の際に

　

お知らせします。



平成六年度
固定資産税
評価替え

資
産
評
価
は
上
が
っ
て
も

税
金
は
急
に
増
え
ま
せ
ん

　

固
定
資
産
税
は
、
市
税
収
入
の

中
で
も
大
き
な
比
重
を
占
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
土
地
や
家
屋
、
償

却
資
産
の
評
価
額
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
。
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て

は
三
年
に
一
度
、
評
価
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
平
成
六
年
度
が
そ
の

「
評
価
替
え
」
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
か
ら
、
土
地

　

（
宅
地
）
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を
目

標
に
、
評
価
の
均
衡
化
・
適
性
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
評

価
替
え
に
伴
う
税
負
担
に
つ
い
て

も
、
総
合
的
か
つ
適
切
な
調
整
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
税
負
担

の
急
激
な
増
加
は
極
力
抑
制
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
住
宅
用
地
に
か

か
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
拡

充
と
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
導

入
を
は
じ
め
、
よ
り
な
だ
ら
か
な

税
負
担
と
な
る
よ
う
な
調
整
措
置

の
実
施
、
家
屋
の
耐
用
年
数
の
短

縮
と
、
こ
れ
に
伴
う
在
来
分
の
家

屋
（
既
に
課
税
対
象
と
な
っ
て
い

る
家
屋
）
の
評
価
額
を
三
U
程
度

減
額
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
三
月
号
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
市
税
務
課
資
産
税
係
（
公
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
2
5
）
ま
で
。

税負担のモデル計算

●税負担は，例えば次のようになります。

　　

（［胡定資産税税率1．4％，都市計画税は0．2％］

土地（家屋の敷地：200㎡）

　

平成3年度の価格4，000，000円

　

平成6年度の価格12，000，000円

　　　　　　　

｛評価の上昇割合3倍｝

※平成5年度分の固定資産税・都市計画税については，

　

評価額課税

家屋（S50．12月新築，木造2階建て専用住宅延べ床面

　　　

積110が）

　

平成3年度の価格1，650，000円

　

平成6年度の価格1，600，500円（△3％）

平成5年度～8年度の税額（単位：円）

区分 5年度 6年度 7年度 8年度

土

地

固定資産税

都市計画税

14，000

8，000

14，700
（5％）

8，000
（O％）

15，400
（5％）

8，000
（O％）

16．200
（5％）

8，000
（O％）

家

屋

固定資産税

都市計画税

23，100

3，300

22，400
（△3％）　

3，200
（△3％）

22，400
（O％）

3，200
（O％）

22．400
（O％）

3，200
（O％）

合計 48，400
　48，300
（△0．2％）

49，000
（1．4％）

49，800
（1．6％）

（）書は対前年比

エキサ4ティンダ

スポーツ

情・・。報

●
第
3
7
回
市
民
総
合

　
　

体
育
大
会
冬
季
大
会

　

第
3
7
回
市
民
総
合
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
区
代
表

選
手
に
温
か
い
ご
声
援
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
6
日
⑨
午
前
9
時
開

　

会
式

会
場
森
山
高
原
ス
キ
ー
場

競
技
種
別
▼
第
1
部
（
一
般
・

　

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

・
リ
レ
ー
▼
第
2
部
（
中
学
校
・

　

学
校
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

・
リ
レ
ー
▼
第
3
部
（
学
童
・

　

個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
ク

　

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格
平
成
6
年
1
月
1
日

　

以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協
会

　

管
内
に
居
住
す
る
も
の
。

出
場
規
定
▼
I
人
1
種
目
。
た

　

だ
し
、
リ
レ
ー
競
技
は
大
会
運

　

営
に
支
障
の
な
い
限
り
、
人
数

　

制
限
内
で
兼
ね
る
こ
と
が
で
き

　

る
▼
第
2
部
の
リ
レ
ー
に
つ
い

　

て
は
下
位
学
年
の
も
の
が
上
位

　

学
年
に
出
場
で
き
る

実
施
決
定
2
月
4
日
母
正
午
現

　

在
の
状
況
に
よ
り
決
定

●
第
2
回
市
民
綱
引
大
会

　
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

綱
引
競
技
を
と
お
し
て
市
民
相

互
の
和
と
健
康
と
体
力
の
増
進
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
市
内
に
在
住
の

1
6
歳
以
上
の
健
康
な
男
女
（
職
場

の
仲
間
・
町
内
の
仲
間
）
、
綱
引

に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
歓

迎
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
綱
引
経
験
者
（
協
会

に
加
入
し
て
い
る
チ
ー
ム
）
は
2

名
ま
で
。
高
校
生
は
除
き
ま
す
。

日
時
2
月
読
日
（
旧
）
午
前
8
時
涙

　

分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

競
技
種
目
男
子
の
部
（
6
0
0

　

㎏
）
・
女
子
の
部
（
4
8
0
㎏
）
・

　

男
女
混
合
の
部
〈
男
4
女
4
〉

　
　

（
5
4
0
㎏
）
兼
任
可

チ
ー
ム
編
成
1
2
名
以
内
（
選
手

　

8
名
・
交
代
2
名
）

参
加
料
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

　
　

（
障
害
保
険
料
・
参
加
賞
）
当

　

日
の
受
付
時
に
納
入
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
2
月
1
9
日
①

　

ま
で
に
大
野
市
綱
引
協
会
事
務

　

局
金
森
幸
治
（
豊
6
6
・
3
6
9

　

1
）
ま
で
午
後
6
時
～
1
0
時



五十肩について

悪
い
姿
勢
や
過
労
が
原
因

肩
を
温
め
る
の
が
効
果
的
で
す

　

中
年
に
な
る
と
、
肩
の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
毎
日
肩
を
回
す
な
ど
、
動
き
を
自
己
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
お

風
呂
な
ど
で
肩
を
温
め
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
血
液
の

流
れ
を
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。
痛
み
を
抑
え
る
だ
け
で
な

く
、
肩
関
節
の
動
き
を
良
く
す
る
体
操
を
し
ま
し
よ
う
。

　

五
十
肩
は
、
中
年
過
ぎ
の
人
に

多
く
起
こ
る
肩
の
病
気
で
、
腕
を

上
げ
よ
う
と
し
て
も
上
が
ら
な
い
、

手
が
後
ろ
に
回
ら
な
い
、
と
い
っ

た
症
状
を
訴
え
ま
す
。
無
理
に
動

か
そ
う
と
す
る
と
肩
に
鋭
い
痛
み

が
走
り
、
肩
を
外
に
回
す
動
き

　

（
外
旋
）
や
内
に
回
す
動
き
（
内

旋
）
が
極
端
に
悪
く
な
り
ま
す
。

五
十
代
の
人
に
多
く
起
こ
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
付
い
て
い
ま
す
が
、

四
十
代
や
六
十
代
で
起
こ
る
人
も

い
ま
す
。
徐
々
に
肩
の
動
き
が
悪

く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
痛
み
も

次
第
に
強
〈
な
る
と
い
う
ヶ
－
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
中
に
は
あ
る

日
突
然
起
こ
り
、
激
し
い
痛
み
で

夜
も
眠
れ
な
い
と
い
う
例
も
あ
り

ま
す
。
一
時
期
強
い
痛
み
が
続
く

期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は

少
し
ず
つ
痛
み
が
ひ
き
、
半
年
か

ら
一
年
く
ら
い
で
自
然
に
痛
み
が

治
る
の
が
普
通
で
す
。

・
自
分
で
肩
の
動
き
を

　

チ
ェ
ッ
ク

　

五
十
肩
の
症
状
は
、
少
し
気
を

つ
け
て
い
れ
ば
誰
に
で
も
す
ぐ
わ

か
る
も
の
で
す
。
髪
を
結
え
な
い
、

帯
を
結
べ
な
い
と
い
う
よ
う
に
、

肩
関
節
の
内
旋
と
外
旋
が
悪
く
な

り
ま
す
か
ら
、
自
己
診
断
を
し
て

調
べ
ま
す
。
普
通
の
人
は
、
外
に
も

内
に
も
九
十
度
く
ら
い
動
き
ま
す

が
、
肩
の
動
き
が
十
分
で
な
か
っ

た
り
、
肩
に
痛
み
が
感
じ
る
よ
う

な
ら
五
十
肩
に
な
り
か
け
て
い
る

サ
イ
ン
で
す
。
早
い
う
ち
な
ら
簡

単
な
体
操
で
重
く
な
る
の
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
拿
呪
時
々
自
巳
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

・
治
療
に
つ
い
て

　

五
十
肩
は
、
ほ
と
ん
ど
泊
然
に

治
り
ま
す
が
、
痛
み
の
激
し
い
場

合
や
、
い
つ
ま
で
も
痛
み
が
続
く

場
合
は
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

痛
み
が
激
し
い
場
合
は
安
静
が
必

要
で
、
痛
み
が
軽
く
な
っ
た
ら
次

の
こ
と
を
毎
日
実
行
し
て
く
だ
さ

い
。

①
ま
ず
肩
を
温
め
る
こ
と
。
風
呂

に
入
っ
た
り
、
カ
イ
ロ
を
肩
に
あ

て
た
り
し
て
温
め
、
血
液
の
循
環

を
良
く
し
ま
す
。
も
し
、
肩
の
痛

み
が
強
い
よ
う
な
ら
入
浴
後
に
消

炎
鎮
痛
剤
を
使
い
ま
す
。

②
そ
の
う
え
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
く
だ
さ
い
。
筋
肉
の
硬
直
を
取

り
除
い
た
り
、
血
液
の
循
環
を
良

く
す
る
の
に
有
効
で
す
。

③
肩
の
痛
み
が
少
し
和
ら
い
だ
と

こ
ろ
で
体
操
を
し
ま
す
。
五
十
肩

の
体
操
は
痛
み
を
抑
え
る
だ
け
で

な
く
、
肩
関
節
の
動
き
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

皆さんめ健康づくり．を後押しします・保健センター（365－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

消費生活相談41件

ストップ

　　

ザ●悪徳商法

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
生
活
環
境
課
内
）
が
昨

年
一
年
間
に
受
け
た
消
費
生
活
相
談
は
、
ほ
と
ん
ど
が
訪

問
販
売
や
特
殊
販
売
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
二
十
・
三

十
歳
代
の
方
が
多
く
、
相
変
わ
ら
す
悪
徳
商
法
に
苦
し
め

ら
れ
る
方
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
っ
た
ら
I
人

で
く
よ
く
よ
考
え
ず
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
一
年
間
に

受
け
た
消
費
生
活
相
談
は
四
十
一

件
で
し
た
。
相
談
内
容
で
は
訪
問

販
売
や
特
殊
販
売
が
全
体
の
八
二
・

九
靫
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
目

立
っ
た
の
は
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
資
格
商
法
・
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
商
法
、
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
S
F
商
法
・
主
婦

に
多
い
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）
商
法

と
い
っ
た
相
談
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
販
売
商
法
の
手
口
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
資
格
（
士
）
商
法

　

公
的
資
格
を
掲
げ
て
「
講
座
を

受
け
れ
ば
国
家
試
験
が
免
除
」
と

か
、
私
的
な
資
格
を
設
け
「
近
く

国
家
試
験
が
あ
る
」
な
ど
と
偽
っ

た
り
す
る
。
電
話
勧
誘
が
多
く
、

あ
い
ま
い
に
答
え
た
ら
契
約
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
た
り
、
契
約
取

り
消
し
の
申
し
出
に
応
じ
な
い
業

者
が
多
い
。

主
な
商
品

行
政
書
士
・
電
気
主

任
技
術
者
な
ど

▼
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

商
法

　
　

「
景
品
が
当
た
っ
た
」
「
あ
な
た

が
当
選
し
た
」
「
無
料
サ
ー
ビ
ス
し

ま
す
」
「
会
っ
て
お
話
し
が
た
い
」

な
ど
と
勧
誘
目
的
を
隠
し
て
喫
茶

店
や
営
業
所
に
呼
び
出
し
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
。

主
な
商
品

英
会
話
教
材
・
会
員

権
な
ど

▼
S
F
（
催
眠
）
商
法

　

安
売
り
や
無
料
配
布
の
名
目
で

人
を
集
め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
で

日
用
雑
貨
を
無
料
で
配
る
。
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
興
奮
状
態
に
し
、

最
後
に
高
額
の
商
品
を
売
り
つ
け

主
な
商
品

羽
毛
ふ
と
ん
．
磁
気

ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど

▼
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）

　
　
　
　
　
　
　

商
法

　

商
品
を
購
入
し
、
自
分
も
ま
た

商
品
の
買
い
手
を
探
し
、
買
い
手

が
増
え
る
ご
と
に
マ
ー
ジ
ン
が
入

り
、
自
分
の
系
列
に
加
入
者
を
増

や
し
て
い
く
と
大
き
な
利
益
が
得

ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
販
売
業
者

の
成
功
話
と
違
っ
て
売
れ
な
い
商

品
を
抱
え
込
む
な
ど
問
題
が
多
い
。

主
な
商
品

浄
水
器
・
下
着
・
洗

剤
な
ど

　

万
が
一
、
こ
れ
ら
の
商
法
に
引
っ

か
か
っ
た
場
合
は
、
一
人
で
く
よ

く
よ
考
え
ず
に
、
消
費
者
相
談
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

－Z・Zこ●●－■・Zii
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
．
1
1
1
1
）

今月のスナップ1

　　　

おいしいね
（カントリースクール）

ぐるーぷ登場 南部児童センター母親クラブ

　　　

むつみ会

ふ
れ
あ
い
の
輪
広
め
ま
す

　

む
つ
み
会
は
、
昨
年
四
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー
の

母
親
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
の
会
員

は
六
十
七
人
で
、
毎
月
百
円
の
会

費
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
毎
月
「
む
つ
み
だ

よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
行

事
な
ど
の
案
内
、
子
供
た
ち
や
お

母
さ
ん
の
声
、
生
活
の
知
恵
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
会
員
の
方

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
町
内
に

回
覧
板
で
同
会
の
活
動
を
広
く
P

R
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
の
七
月
に
児
童
セ
ン
タ
ー

で
親
子
一
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
員
で
長
い
太
巻
寿
司
に
挑

戦
。
親
子
の
息
が
合
っ
て
見
事
に

完
成
し
、
子
供
た
ち
も
お
い
し
そ

う
に
太
巻
寿
司
に
か
ぶ
り
つ
い
た

そ
う
で
す
。
ゲ
ー
ム
や
花
火
を
楽

し
ん
だ
後
、
近
く
の
お
風
呂
屋
へ

出
か
け
ま
し
た
。
大
き
な
湯
舟
に

子
供
た
ち
も
大
喜
び
。
大
き
い
子

が
小
さ
い
子
の
面
倒
を
I
生
懸
命

み
て
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

例
年
、
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト

作
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
開
催
。
多

く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
交
通
遺

児
の
方
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
岡
田
保
千
代
さ
ん
は

　

「
お
母
さ
ん
方
と
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
地
域
と
の
輪
が
ど
ん
ど
ん

広
が
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
会
員
募
集
中
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同

セ
ン
タ
ー
（
豊
6
6
・
2
1
3
3
）

ま
で
。

k晦『

　

●

ヤングコこナ‾

発
車
オ
ー
ラ
イ
ー

い
つ
も
笑
顔
で
安
全
運
転

　

大
野
観
光
バ
ス
に
勤
め
る
大

久
保
時
栄
さ
ん
は
、
市
内
で
初

め
て
の
女
性
路
線
バ
ス
運
転
手

で
す
。
平
成
五
年
十
一
月
十
一

日
か
ら
、
三
番
か
ら
堀
兼
を
往

復
す
る
路
線
に
乗
務
し
て
い
ま

す
。
中
型
ワ
ン
マ
ン
バ
ス
を
、
一

日
三
便
運
転
し
て
い
ま
す
。

　

大
久
保
さ
ん
は
、
大
野
高
校
卒

業
後
六
年
間
、
観
光
バ
ス
の
ガ
イ

ド
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

県
外
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す

る
女
性
を
何
度
も
見
て
、
自
分
も

運
転
し
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

教
習
所
に
通
い
大
型
二
種
免
許
を

取
得
。
先
輩
運
転
者
の
親
切
な
指

導
を
受
け
て
研
修
を
積
み
重
ね
、

つ
い
に
バ
ス
ガ
イ
ド
か
ら
運
転
手

へ
の
転
身
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

運
転
の
腕
前
も
し
っ
か
り
し
て

お
り
、
明
る
い
性
格
と
女
性
ら
し

い
気
配
り
が
乗
客
に
と
て
も
好
評

で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
お
姉
さ
ん
、

お
年
寄
り
た
ち
に
は
孫
の
よ
う
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
一
番
楽
し
い
こ
と
は
、
バ
ス

の
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
朝

早
い
勤
務
も
、
冷
た
い
水
で
の
バ

ス
の
洗
車
も
苫
に
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
運
転
し
て
い
て
困
る
の
が
、

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
マ
ナ
ー

が
非
常
に
悪
い
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、

安
全
運
転
を
心
が
け

ホ
’
し
よ
ゝ
つ
。
「
将
来

の
夢
は
、
大
型
観
光

バ
ス
を
運
転
す
る
こ

と
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

大久保時栄n

　

（24歳・清和町）



私屯ベノ・’Cこそ

E
M
菌
で
わ
か
家
の
環
境
・
生
産
革
命

　
　

「
去
年
は
冷
害
と
イ
モ
チ
の
ひ

で
え
年
や
っ
た
の
う
。
う
ら
ん
と

こ
ら
半
作
の
四
俵
半
や
っ
た
」

　

そ
ん
な
話
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
。
化
学
肥
料
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
田
ん
ぼ
は
土
に
力

が
な
い
か
ら
、
こ
の
低
温
と
そ
れ

に
と
も
な
う
イ
モ
チ
病
に
徹
底
的

に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

も
っ
と
も
な
話
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
世
間
の
裏

話
を
よ
そ
に
、
＋
7
当
た
り
九
俵

半
の
収
穫
を
上
げ
た
、
う
ら
や
ま

し
い
人
が
い
る
。
そ
ん
な
自
慢
し

て
も
い
い
人
は
、
実
は
う
ら
や
。

化
学
肥
料
は
一
握
り
も
使
わ
ず
に
、

農
薬
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
に
や
ざ
。

　

「
う
そ
！
」
、
と
こ
ろ
が
。
本
当

の
話
。
天
下
の
「
広
報
お
お
の
」

に
、
う
そ
が
書
け
る
け
え
の
。

　

そ
の
「
力
」
は
E
M
菌
。
そ
れ

は
琉
球
大
学
農
学
博
士
・
比
嘉
照

夫
教
授
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
ク

リ
ー
ン
な
地
球
を
目
指
す
自
然
農

法
の
名
の
も
と
に
今
や
各
地
で
実

践
さ
れ
て
い
る
。
私
も
新
塚
原
の

米
村
さ
ん
に
は
よ
く
ご
指
導
い
た

だ
い
た
。

　

そ
の
方
法
は
、
E
M
菌
を
田
ん

ぼ
に
増
殖
し
て
い
く
こ
と
で
、
た

い
し
て
難
し
く
は
な
い
。
今
年
は

去
年
の
三
倍
の
三
十
可
に
増
や
し

た
い
。
紙
幅
に
制
限
が
あ
る
の
で
、

ご
要
望
が
あ
れ
ば
次
の
機
会
に
詳

細
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
E
M
菌
は
、
わ
が
家
の
台

所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
処
理
に
も
革

命
を
も
た
ら
し
た
。
せ
っ
せ
と
生

ゴ
ミ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

廃
棄
物
集
所
へ
運
ん
だ
う
ち
の
嫁

は
ん
も
、
E
M
菌
を
生
ゴ
ミ
に
混

ぜ
る
こ
と
で
、
臭
く
な
い
、
虫
が

こ
な
い
、
そ
し
て
た
い
肥
に
な
る

と
喜
ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
、
ク
リ
ー
ン
な

地
域
づ
く
り
に
熱
心
な
阪
谷
公
民

館
長
と
十
八
全
集
落
を
普
及
し
て

歩
い
た
。

　
　

（
岩
本
喜
代
英
6
0
歳
・
松
丸
）

E
M
菌

　

E
M
と
は
、
有
効
微
生
物

群
の
こ
と
。
汚
染
物
質
を
有

用
発
酵
的
に
分
解
し
、
簡
単

に
大
量
に
殖
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

邑が版諭

ゴ
ミ
集
積
所
清
掃
で
社
会
奉
仕

山
床
三
郎
之
（
望
・
中
l
y
目
）

み
よ
子
さ
ん
（
5
8
歳
・
中
野
町
一
丁
目
）

　

山
床
三
郎
・
み
よ
子
夫
妻
は
一

月
十
六
日
、
十
数
年
間
自
宅
前
の

ゴ
ミ
集
積
所
を
清
掃
し
、
社
会
に

貢
献
さ
れ
た
実
績
が
認
め
ら
れ
、

上
中
野
地
区
の
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

清
掃
を
始
め
た
の
は
、
ゴ
ミ
集

積
所
の
前
を
通
る
人
に
い
や
な
印

象
を
与
え
た
く
な
い
、
と
思
っ
た

か
ら
で
、
週
三
回
の
収
集
日
に
は

奥
さ
ん
が
必
ず
ほ
う
き
で
は
き
掃

除
を
し
て
い
ま
す
。
ご
主
人
は
、

腐
っ
た
板
の
張
り
替
え
や
補
修
、

金
網
の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
な
ど
を

仕
事
か
ら
帰
っ
た
後
や
休
日
に
し

　

一
番
困
る
の
が
、
野
良
犬
や
野

良
猫
が
ゴ
ミ
袋
を
破
っ
て
あ
た
り

に
ま
き
散
ら
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

た
ま
に
曜
日
を
間
違
え
て
ゴ
ミ
を

出
す
人
が
い
る
の
で
注
意
し
て
欲

し
ハ
そ
う
で
す
。

　

お
二
人
の
趣
味
は
盆
栽
と
共
通

で
、
い
つ
も
お
互
い
に
批
評
し
あ

い
な
が
ら
盆
栽
を
い
じ
く
゛
つ
て
い

ま
す
。

　

お
二
人
は
、
「
少
し
で
も
社
会
の

お
役
に
た
て
る
な
ら
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
明
る
く

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
電
話
番

号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
屡
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

ｆ
知
ら
＊
r

●
海
外
が
ぐ
I
ん
と

　
　
　
　

身
近
に
I
・

　

N
T
T
大
野
支
店
で
は
平
成

5
年
1
2
月
1
6
日
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
石
灯
寵
通
り
に
、
時
代
の
最

先
端
を
い
く
デ
ジ
タ
ル
公
衆
電

話
を
設
置
し
ま
し
た
。
国
際
通

話
の
で
き
る
タ
イ
プ
で
、
海
外

と
の
通
話
が
さ
ら
に
身
近
に
な

り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
通
信
も

可
能
で
新
し
い
情
報
発
進
基
地

の
誕
生
で
す
。

　

市
内
で
国
際
電
話
が
で
き
る

公
衆
電
話
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

①
元
町
N
T
T
大
野
支
店
前

①
明
倫
町
住
友
ビ
ル
前
1

④
明
倫
町
住
友
ビ
ル
前
2

　
　
　

（
パ
ソ
コ
ン
通
信
可
能
）

④
弥
生
町
J
R
大
野
駅

④
吉
野
町
焼
肉
大
道
園
前

●
中
・
高
齢
者
向

　

ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

日
時
2
月
1
5
日
囚
～
1
8
日
②

　

2
2
日
囚
～
2
5
日
面
の
8
日
間

　

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

受
講
料
3
0
0
0
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
含
む
）

定
員
先
着
1
0
人

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
地
域

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
8
4
0
）



2
4
訂
級
は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
配
備

　

大
野
地
区
消
防
組
合
に
1
2
月
9
9
一
日
、
は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
が
配
備
さ
れ

ま
し
た
。
は
し
ご
の
長
さ
は
2
4
μ
で
建
物
の
7
階
ま
で
届
き
、
中
高
層
ビ
ル
の

火
災
時
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
1
万
2
5
0
0
C
C
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載
し
、
4
輪
ス
テ
ア
リ
ン
グ
で
狭
い
場
所
で
の
移
動
・
方
向
転
換
が
簡

単
に
で
き
ま
す
。
購
入
価
格
は
約
9
9
0
0
万
円
で
す
。

手作りのケーキで

福祉クラブクリスマス会

　

有
終
東
小
学
校
福
祉
ク
ラ
ブ
が
1
2

月
1
8
日
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
7
人

の
ろ
う
あ
の
方
を
招
い
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
校
は
、

県
と
市
か
ら
福
祉
協
力
校
の
指
定
を

受
け
、
福
祉
ク
ラ
ブ
の
児
童
2
3
人
は

毎
週
水
曜
日
、
手
話
や
施
設
慰
問
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
手
話
で
自
己
紹

介
の
後
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
ヶ
I
キ
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

鍬掛地区に

ふれあい会館か完成

　

鍬
掛
地
区
（
2
7
戸
）
に
完
成
し
た

ふ
れ
あ
い
会
館
の
落
成
式
が
、
1
9
一
月

1
9
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
造
平
屋

建
て
約
1
2
5
平
方
μ
、
2
7
畳
の
大

会
議
室
と
調
理
実
習
室
、
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
て
い
ま
す
。
事
業
費
は

1
7
0
0
万
円
。
鍬
掛
地
区
の
集
会

施
設
は
建
築
後
3
0
年
以
上
経
過
し
て

お
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上庄公民館で

おじいちゃんの料理教室

　

12月14日、上庄公民館で「おじいちゃ

んの料理教室」が行われました。25人

のおじいちゃんたちは、包丁を初めて

握る人、いつも家で料理を作っている

人などさまざま。中には手作りのエプ

ロン持参の人もいました。作った料理

は、牛乳おからなど4品。おじいちゃ

んらは、おいしい料理を孫に食べさせ

たいと一生懸命でした。

飲酒運転を追放しよう

飲食店のパトロール実施

　

12月15日、年末年始の交通安全市民

運動の一環として、飲酒運転追放宣言

大会（市交通対策協議会主催）が、有

終会館で開かれました。大会の後、参

加者たちは10班に別れて212店の飲

食店をパトロール。協力依頼書や飲酒

運転追放の文字の入った鏡などを配布

して、店主に、お客さんに飲酒運転を

させないよう呼びかけていました。

S弓（恥色湯

秘書広報課広報広聴係容66－1111



S弓（必包湯

新春恒例
篠座神社のもちまき

　

新年早々、篠座神社恒例のもちまき

が行われ、今年最初の「福」を求める

大勢の市民でにぎわいました。ときお

り雪がちらつく中、午前0時半に太鼓

の音とともに、同神社氏子の年男の手

によって威勢よく福もちがまかれまし

た。運良く「福」を手にした人も、で

きなかった人も新しい年を迎えた喜び

にあふれていました。

！身近な話題をお知らせください。

年賀状の

　

元旦配達出発式

　

平成6年元旦配達出発式が、大野郵

便局で行われました。山内市長が郵便

局員やアルバイトの高校生を激励。テー

プカットの後、年賀状の配達を待つ各

家庭に向けて、高校生たちは元気よく

自転車に乗って出発しました。同局の

年賀状配達総数は、昨年より多い108

万通もありました。

カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
雪
の
心
に
ふ
れ
る

　

O
A
S
I
S
協
会
主
催
の
冬
の
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
1
月
5
日
か
ら
3

日
間
、
旧
六
呂
師
小
学
校
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。
雪
の
心
に
ふ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
県
内
か
ら
3
6
人
の
小
学
生
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
雪
不
足
で
し
た
が
、

雪
像
作
り
や
野
山
を
散
策
し
て
冬
の
自
然
を
体
験
し
た
り
、
木
製
パ
ズ
ル
作
り

や
も
ち
つ
き
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

乾側公民館で

　　

新春かるた大会

　

1
月
9
日
、
乾
側
を
よ
く
す
る
会
・

同
公
民
館
主
催
の
子
ど
も
か
る
た
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
児
や

小
学
生
ら
2
6
人
が
参
加
し
、
5
人
ぐ

ら
い
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
ふ
る

さ
と
か
る
た
自
然
編
に
挑
戦
。
「
は

い
」
「
は
い
」
と
元
気
よ
く
札
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。
大
会
の
後
、
用
意
さ

れ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
、
3
・
4
杯
お
代
わ
り
を
す
る
子

も
い
ま
し
た
。

保育園児らが

　

小学校に体験入学

　

今
年
4
月
に
小
学
生
に
な
る
保
育

園
児
ら
の
一
日
体
験
入
学
が
1
月
1
4

日
、
有
終
東
小
学
校
を
皮
切
り
に
始

ま
り
ま
し
た
。
広
い
校
舎
に
園
児
た

ち
は
び
っ
く
り
。
国
語
と
算
数
の
授

業
を
見
学
し
た
後
、
体
育
館
で
縄
跳

び
や
ボ
ー
ル
投
げ
を
一
年
生
と
楽
し

み
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た

園
児
た
ち
も
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に

雰
囲
気
に
な
れ
、
一
年
生
気
分
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

2月

・
県
立
盲
学
校
高
等
部
・

　
　
　

専
攻
科
生
徒
募
集

　

福
井
県
立
盲
学
校
で
は
、
平
成

6
年
度
人
学
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
学
科
▼
本
科
・
保
健
理
療

　

科
（
中
学
校
卒
業
者
・
5
年
度

　

卒
業
見
込
み
者
）
▼
専
攻
科
・

　

理
療
科
（
高
等
学
校
卒
業
者
・

　

卒
業
見
込
み
者
）

身
体
的
条
件
▼
全
盲
・
眼
鏡
を

　

か
け
て
も
視
力
が
O
・
3
未
満

　

の
弱
視
者
▼
視
機
能
障
害
で
点

　

字
教
育
を
必
要
と
す
る
人
・
将

　

来
必
要
と
予
想
さ
れ
る
人

出
願
期
限
・
手
続
2
月
8
日
⑥

　

ま
で
に
①
入
学
願
書
②
出
身
学

　

校
長
の
作
成
し
た
調
査
書
③
眼

　

科
医
に
よ
る
診
断
書
（
国
公
立

　

医
療
機
関
の
も
の
）
を
一
括
し

　

て
本
校
教
務
部
へ
提
出

試
験
日
2
月
1
8
日
②

合
格
発
表
2
月
刀
一
日
⑥

問
合
せ
先
福
井
県
立
盲
学
校
進

　

路
指
導
部
（
福
井
市
原
目
町
3
9

　

－
8
豊
0
7
7
6
●
5
4
．
【
ま
D

　

2
8
0
】

●
ふ
く
い
ふ
る
プ
ロ

　
　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

ふ
る
さ
と
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
3
5

で
は
、
各
市
町
村
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
P
R
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

菖
蒲
池
の
し
ぐ
さ
踊
が
出
演
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
1
3
日
⑧
午
後
O
時

会
場
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル

　
　

（
福
井
市
西
木
田
2
－
8
－
1

　

a
0
7
7
r
o
・
3
6
・
（
M
）
1
1
1
）

内
容
浜
美
枝
さ
ん
と
県
民
と
の

　

ト
ー
ク
を
中
心
に
、
賞
品
が
当

　

た
る
楽
し
い
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム

●
還
付
申
告
は
お
早
め
に

　

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も
、
次
の
場
合
申
告
を
す
る

と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で

　

取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

　

合
③
災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
住
宅

　

や
家
財
に
損
害
を
生
じ
た
場
合

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

　

し
て
い
な
い
場
合

⑤
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

　

の
特
例
適
用
を
受
け
る
場
合

※
2
月
1
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま

す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
還

付
申
告
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
大
野
税
務
署
（
豊
6
6
・

　

2
1
8
0
）

・
ナ
イ
タ
ー
で
特
訓

　
　
　
　

ス
キ
ー
講
習
会

　

ビ
ギ
ナ
ー
・
初
級
・
中
級
・
上

級
の
4
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
県
ス
キ
ー

連
盟
指
導
員
が
指
導
し
ま
す
。

日
時
2
月
1
4
日
⑥
・
1
5
日
⑧
現

　

地
に
午
後
6
時
3
0
分
集
合

会
場
雁
ヶ
原
ス
キ
ー
場

定
員
各
ク
ラ
ス
1
5
名

会
費
2
0
0
0
円
（
保
険
料
含
・

　

リ
フ
ト
代
個
人
持
ち
）

申
込
。
問
合
せ
先
市
勤
労
青
少

　

年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・
7
2
2
1
）

・
人
形
劇
団
と
ん
と
公
演

日
時
3
月
5
日
①
午
後
2
時

会
場
市
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

対
象
幼
児
●
児
童

定
員
2
0
0
名
ま
で

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
詳

　

し
く
は
、
市
図
書
館
（
豊
6
5
・

　

5
5
0
0
）
ま
で

●
介
護
を
要
す
る
老
人
の

　
　
　
　

在
宅
サ
ー
ビ
ス

　

家
庭
で
寝
た
き
り
老
人
を
介
護

す
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。
介

護
者
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
し
、
上
手
に
み
て
い
く
た
め
に

は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
2
月
1
5
日
囚
午
後
1
時
～

　

4
時

会
場
大
野
市
民
会
館

内
容
▼
実
践
発
表
「
要
介
護
老

　

人
に
対
す
る
保
健
・
医
療
。
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
連
携
」

▼
基
調
講
演
「
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
在
宅
介
護
の
あ
り
方
」

問
合
せ
先
大
野
保
健
所
保
健
予

　

防
課
（
豊
6
6
・
2
0
7
6
）

●
宗
生
流
銀
舞
を

　
　
　
　

や
り
ま
せ
ん
か

日
時
2
月
3
日
か
ら
の
毎
週
木

　

曜
日
午
後
7
時
よ
り

会
場
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
市
勤
労
青
少

　

年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・
7
2
2
1
）

交通
安全

４
r

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

　
　
　
　

効
果
に
つ
い
て

　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
効

果
を
ご
存
じ
で
す
か
。
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ゴ
ム
質
が

柔
軟
で
深
く
大
き
い
ト
レ
ッ
ド

溝
と
、
ト
レ
ッ
ド
部
に
刻
ま
れ

た
細
か
い
切
り
込
み
の
サ
イ
ピ

ン
グ
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

柔
軟
な
ゴ
ム
質
と
サ
イ
ピ
ン
グ

は
低
温
で
も
硬
く
な
ら
ず
、
凍

結
路
や
氷
盤
路
で
の
接
地
面
積

を
広
げ
て
密
着
性
を
高
め
路
面

を
グ
リ
ッ
プ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と

な
る
タ
イ
ヤ
と
氷
盤
の
間
に
で

き
る
水
膜
を
、
ト
レ
ッ
ド
溝
や

サ
イ
ピ
ン
グ
の
角
で
路
面
を
ひ
っ

か
い
て
効
果
を
発
揮
し
、
大
き

な
グ
リ
ッ
プ
カ
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
深
く
大
き
な
ト
レ
ッ

ド
溝
は
、
積
雪
路
で
雪
を
つ
か

ん
で
固
め
、
固
め
た
雪
柱
ブ
ロ
ッ

ク
を
切
断
し
て
投
げ
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
路
面
を
グ
リ
ッ
プ
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
で
も
、
急
加
速
・
急
ブ
レ
ー

キ
に
よ
り
タ
イ
ヤ
の
回
転
が
急

激
に
変
化
す
る
と
、
グ
リ
ッ
プ

カ
が
低
下
し
、
消
滅
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
過
信

せ
ず
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま



●INFORMATION

●
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

税
務
署
で
は
、
平
成
5
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
を
2
月
1
6
日

④
か
ら
3
月
1
5
日
収
ま
で
受
け
付

け
ま
す
が
、
平
成
5
年
1
月
か
ら

平
成
5
年
1
2
月
ま
で
に
支
払
っ
た

国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
際
は
、
自
分
の
年
金
保
険

料
は
も
ち
ろ
ん
、
生
計
を
同
じ
に

す
る
家
族
の
た
め
に
納
め
た
分
も

含
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
右
の
期
間
に
納
め
ら
れ
た
過

年
度
の
年
金
保
険
料
も
申
告
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。

平
成
5
年
中
の
月
額
国
民
年
金
保

険
料
は
1
月
か
ら
3
月
ま
で
が
定

額
9
7
0
0
円
（
付
加
加
入
は
1

万
1
0
0
円
）
、
4
月
か
ら
1
2
月

ま
で
は
、
定
額
1
万
5
0
0
円

　

（
付
加
加
入
は
1
万
9
0
0
円
で

す
。
前
納
し
た
場
合
定
額
で
、
1
2

万
2
9
6
0
円
（
付
加
加
入
は
1
2

万
7
6
4
0
円
）
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便

　

申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
者
を
対
象
に
「
広
報
お
お
の
」

や
商
工
会
議
所
、
農
協
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
発
行
す
る
広

報
紙
を
毎
月
無
料
で
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
「
ふ
る
さ
と
情
報

定
期
便
」
と
し
て
、
大
野
市
の
情

報
を
お
届
け
す
る
一
方
、
大
野
市

へ
の
提
言
も
お
願
い
す
る
も
の
で
、

年
に
一
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
込
は
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
秘
書
広
報
課
広
報
広

　

聴
係
（
天
神
町
1
1
1
容
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
4
0
）
ま
で

●
主
任
児
童
委
員
が

　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

地
域
全
体
の
児
童
福
祉
に
関
す

る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
し
、
関

係
機
関
な
ど
と
の
連
絡
・
調
整
を

行
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主

任
児
童
委
員
）
に
、
5
人
の
方
が

厚
生
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ

た
児
童
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
児
童

な
ど
の
発
見
や
実
情
把
握
・
各
種

の
福
祉
施
設
の
斡
旋
な
ど
を
し
ま

す
。
お
困
り
の
時
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

中田和子
春日3丁目

　

豊65・1988
大野・五箇担当

森田清子
泉町

　

容66・0822
大野・五箇担当

松田定子
中野町1丁目

　

豊66・0386下庄・乾側担当

南民男

土打

　

容66・0689

富田・阪谷担当

印牧倆三兵衛
西山

　

豊65・8111
小山・上庄担当

4
月
1
一
日
か
ら
金
曜
日

の
窓
口
業
務
の
時
間
延

長
か
廃
止
さ
れ
ま
す

　

土
曜
閉
庁
に
伴
い
、
毎
週

金
曜
日
市
民
課
の
窓
口
業
務

を
午
後
7
時
ま
で
時
間
延
長

し
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者

が
少
な
い
た
め
、
3
月
2
5
日

を
最
後
に
廃
止
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
代
わ
る
業
務
と
し

ま
し
て
、
住
民
票
写
し
の
交

付
を
電
話
予
約
で
行
い
、
閉

庁
の
土
曜
日
に
交
付
い
た
し

ま
す
。

，94おおのスノーフェスタ・六呂師高原雪まつり

12・13日六呂師高原スキー場で開催

　

雪とふれあうことによって、地

域の活性化を図ろうと、2月12・

13日の2日間、六呂師高原スキー

場をメイン会場に「’94おおのス

ノーフェスタ」が開かれます。こ

の日は六呂師高原雪まつりと同時

開催になります。

　　

「おおのスノーフェスタ」では、

雪を素材・地域特性・地域間交流・

世代間交流を柱として、楽しむ・

学ぶ・感じる・親しむことをめざ

し、楽しいイベントを計画してい

ます。大勢の参加、お待ちしてい

ます。

○12日のイベント

◆オープニングセレモニー

◆キャラクターショー

◆かまくらランド

◆ゆきリンピック（雪玉入れ競争

　

・大なわとびなど。飛び入り参

　

加もできます）

◆クイズDEキャンペーン

◆たいまつ滑降（当日参加者受付

◆雪降るバレンタインナイト

○13日のイベント

◆ちびっこスラローム大会

◆おもしろそり大会

○12・13日両日のイベント

◆熱気球スノーランドフライト

◆おいしいワールド

’93スノーフェスタ風景
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⑩
青
島
工
業
団
地

　

東
証
一
部
上
場
の
ニ
ッ
セ
キ
ハ
ウ
ス
と
青

島
工
業
団
地
の
土
地
売
買
の
仮
契
約
が
昨
年

四
月
六
日
に
市
役
所
で
調
印
さ
れ
、
昨
年
の

市
十
大
ニ
ュ
ー
ス
の
一
つ
に
も
な
り
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
布
子
地
籍
の
九
頭
竜
川
左
岸
一
帯
の
通

称
青
島
は
、
南
新
在
家
か
ら
赤
根
橋
を
渡
り

さ
ら
に
土
布
子
橋
を
渡
る
と
、
目
前
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
九
頭
竜
川
と
真
名
川
が

合
流
す
る
デ
ル
タ
地
帯
と
言
っ
た
方
が
、
分

か
り
や
す
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
六
十
二
年
か
ら
地
権
者
と
交
渉
し
て

下
荒
井
橋
よ
り
の
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
平
成

五
年
三
月
に
市
土
地
開
発
公
社
が
確
保
し
ま

し
た
。
計
画
と
し
て
は
内
川
か
ら
以
北
の
隣

接
す
る
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
借
地
と
し
て
造

成
し
、
総
敷
地
面
積
約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

青
島
工
業
団
地
と
し
た
い
意
向
で
す
。

　

旧
西
谷
村
が
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
時

土
布
子
の
集
落
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
建
設
省
に
よ
っ
て
青
島
の
ま

わ
り
を
囲
む
よ
う
に
堤
防
が
築
か
れ
ま
し
た
。

水
上
渥
美
区
長
宅
で
、
座
敷
の
壁
の
浸
水
し

た
跡
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

堤
防
か
ら
下
荒
井
橋
よ
り
の
三
角
形
の
地

帯
も
土
布
子
地
籍
で
す
が
、
白
鳥
・
カ
モ
…

サ
ギ
な
ど
が
飛
来
し
、
濯
木
も
茂
っ
て
野
鳥

た
ち
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

土
布
子
橋
か
ら
は
、
壁
倉
発
電
所
、
そ
し

て
経
ヶ
岳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、

下
荒
井
橋
か
ら
土
流
を
見
る
と
、
豊
富
な
水

と
向
こ
う
に
荒
島
岳
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
深
田
久
弥
氏
は
富
士
山
に
似
た
独
立

峰
の
荒
島
岳
に
感
銘
し
、
日
本
百
名
山
の
一

つ
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市民のうごき
1月1日現在 前月比

世帯数 11，334世帯 △7世帯

41．868人 △14人

人口 男 20，003人 △14人

女 21．865人 O人

12月中の異動
転人 44人 出生 29人

転出 51人 死亡 36人

市内の交通事故状況（4sヵヽらのa十）

件数内訳
平成5年　
12月末

平成4年　
12月末 増減

総件数 506件 486件 20件

人身

事故

件数 139件 148件 △9件

死者 4人 10人 △6人

傷者 196人 203人 △7人

物損事故 367件 338件 29件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
年
め
で
た
く
成
人
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
、
祥
雲
太
鼓
の
篠

島
由
明
さ
ん
。
と
て
も
笑
顔
が

さ
わ
や
か
な
好
青
年
で
す
。
成

人
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
出

演
し
、
友
人
た
ち
に
見
事
な
バ

チ
さ
ば
き
を
披
露
。
新
し
い
門

出
を
み
ず
か
ら
祝
い
、
一
心
不

乱
に
太
鼓
を
打
つ
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

編
集
後
記

　

奥
越
の
冬
に
は
め
ず
ら
し
く
、

さ
わ
や
か
な
好
天
の
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
大
好
き
な
ス
キ
ー

が
楽
し
め
な
く
て
が
っ
か
り
し

て
い
ま
す
。
得
て
し
て
こ
ん
な

時
は
体
調
を
く
す
し
や
す
い
も

の
で
す
。
適
度
な
運
動
と
十
分

な
睡
眠
を
と
っ
て
、
か
ぜ
な
ど

を
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

－。見i11・

　
　

「
生
涯
学
習
推
進
会

議
」
こ
ん
な
名
の
委
員

会
が
あ
る
。
十
名
程
度

の
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
大

野
市
の
生
涯
学
習
の
基

本
構
想
（
育
て
方
、
学

び
方
、
暮
ら
し
方
、
老
い
方
）
な
ど
に
つ
い
て

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
一
生
懸
命
考
え
、
夢
を

も
っ
て
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
い
い

シ
ス
テ
ム
化
の
道
を
模
索
し
、
そ
の
方
策
を
考

え
て
い
る
？
今
回
こ
の
会
議
で
は
、
市
民
の
生

涯
学
習
に
対
す
る
現
状
把
握
と
将
来
の
展
望
の

た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
後
日
ま
と
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
中
か
ら
心
に
残
っ
た
I
コ
マ
を
紹
介
し
て

み
よ
う
？
生
涯
を
通
じ
て
学
習
し
た
り
、
芸
術

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
八
割
も
い
る
の
に
、
実
際
に
こ
の

一
年
間
に
生
涯
学
習
を
実
行
し
た
人
は
五
割
弱

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
？
生
涯
学
習
を
し

て
い
な
い
人
に
そ
の
理
由
を
聞
く
と
「
仕
事
や

家
事
が
忙
し
い
」
と
い
う
回
答
が
多
い
。
今
後
、

生
涯
学
習
を
盛
ん
に
す
る
に
は
誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
内
容
の
学
級
や
講
座
を
増
や
す
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
趣
味
や
稽
古
ご

と
、
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
、
と
く
に
日
常
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
健
康
や
衛
生
や
介
護
に
関
す

る
講
座
な
ど
で
あ
る
▼
生
涯
学
習
は
臨
教
審
の

教
育
改
革
の
眼
目
で
あ
っ
た
が
、
い
ざ
実
際
と

な
る
と
範
囲
が
広
く
、
多
種
多
様
で
大
変
で
あ

る
。
今
後
学
習
の
具
体
化
、
セ
ン
タ
ー
構
想
、

有
能
な
指
導
者
、
予
算
な
ど
問
題
は
山
積
し
て

い
る
。
し
か
し
首
長
が
前
向
き
の
姿
勢
だ
け
に
、

市
民
の
た
め
の
生
涯
学
習
社
会
も
夢
で
な
い
。

一
層
の
リ
ー
ド
を
切
に
望
み
た
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
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容
6
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1
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1
1
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